
觀
念
法
門
を
通
・し
て
見
た
る
善

導

大

師

三

長

覺

靜
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序

醗

觀
念
法
門
は
高
祗
大
師
が
觀
無
量
壽
經

,
觀
佛
三
畉
海
經
、
般
舟
三
昧
經
等
に
依
つ
て
觀
佛
三
昧
法
、

及
び
念
佛
三
昧
法
の
別
時
行
儀
を

教

へ
、
此
れ
が
實
修
に
よ
つ
て
得
る
所
の
功
徳
利
盆
を
示
し
、

或
は
懺
悔
の
方
法
を
指
南
し
、
以
て
衆
生
を
し
て
出
離
得
脱
せ
し

め
ん
言
し

て
、
も

の
し
給

へ
る

剛
卷
の
書
で
あ

る
。

本
書
之
を
高
組
大
師

「
代
著
作
中
に
於
け
る
地
位
並
に
著
作
の
意
趣
を
窺

ふ
に
、
凡
そ
大
師

の
御
眞
撰
現
在
五
部
九
卷
何
れ
も
安
心
起
行

を
必
附
し
、
假
令
其
所
明
に
隱
顯
表
裏
あ
り
ε
は
い

へ
、
此
兩
者
は
决
し
て
相
離

る
可
ら
ざ
る
も
の
S
爲
ら
れ
て
は

居
る
が
、
記
圭
上
人

は

據
勝
爲

論
し
て
觀
經
疏

N
部
四
卷
は
經
門
、
餘
の
四
部
五
卷
は
行
門
に
屬
し
、
更
に
其
行
門
の
四
部
中
、

本
書
は
觀
念

ε
稱
名
ご
の
二
行
を

勸
獎
し
給

へ
る
も
の
ε
配
分
さ
れ
、
自
他
宗
派
の
諸
師
亦
其
見
解
を

】
に
し
て
居
る
。

さ
れ
ば
此
書

は
四
帖
疏

の
教

意
を
末
徒
を
し
て
體
得

せ
し
む

る
實
踐
の
行
儀
門
中
特
に
觀
稱
の
二
行
規
を

開
示
せ
る
も
の
な
る
こ
ざ
は
今
更
辨
す
る
の
要
は
な
い
。

然
し
更
に
進
ん
で
之
を
爾
餘

の
法
事
讃
、
往
生
禮
讃

及
び
般
舟
讃

の
三
行
門
書
に
對
比
し
て
觀

る
ε
、

本
書

は
殊
に
四
帖
疏
ε
密
接
な
る
關
係
が
あ

る
マ」
謂
は
れ
る
。
抑

大
師
は
觀
經
疏
に
於
て
古
今
を
揩
定
し
て
、
彼
の
淨
影
、

天
台
等
の
局
見
を
是
正
し
、
觀
經

周
部
の
實
軆
を
判
じ
て

「
觀
經
は
即
ち
觀
佛
三

昧
を
以

て
宗
ご
爲
し
、
亦
た
念
佛
三
昧
を
以
て
宗
ご
爲
し
、

M
心
に
廻
願
し
て
淨
土
に
往
生
す
る
を
體

ε
爲
す
」

ε
明
し
、

然
も
術
ほ
教
主

の
答
詭
自
詭
を
細
分
し
、

一
經
の
要
旨
、
附
屡
流
通
の
顯
文
を
徹
見
し
て
彌
陀
釋
迦
二
覃
の
大
悲
懷
を
領
し
、
以
て
觀
稱
の
助
正
を
高
判
し

て
萬
機

讐
盆
の
教
旨
を
宜
明
せ
ら
れ
た
。

さ
れ
さ
彼
疏
は
本
來
觀
經
の
文
義
を
辨
釋
す
る
に
あ

つ
て
、
正
し
く
行
相
を
教

へ
明
さ
ん
言
す
る



も
の
で
な
く
、
且
つ
自
解
詭
を
蓋
す
能
は
ざ
る
の
憾
が
あ

る
。

此
に
於
て
大
師
末
徒
を
愍
み
給

ふ
の
餘
り
其
隱
密
な

る
を
明
了
に
論
示
せ
ん

ε
し

て
本
書
を
御
撰
逋
に
な

つ
た
の
で
あ
ら
う

こ
S
は
本
書
を
拜
讀
す
る
も
の
、
何
人
も
感
す
る
所
だ
ざ
信
す
る
。

但
だ
今
は

叫
噌
彼
此
對

照
す

る
こ
ーこ
の
煩
を
避
け
以
下

民
く
本
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
ε

・
す
る
。

二

解

題

本
書
に
は
外
題
、
首
題
及
び
尾
題
そ
れ
ん
丶

題
號
を
異
に
し
、
又
中
間
に
題
號
ご
見
ら
る

・
も
の
が
あ
る
。

古

來
逋
稱
の
觀
念
法
門
の
四
字
題
號
は
、
是
れ
其
外
題
で
あ

つ
て
往
生
要
集
下
末
、
選
擇
集
所

々
の
引
文
等
通
用
す
る
所
で
あ

る
が
、
首

題
に

は
觀
念
阿
彌
陀
佛
相
海
三
昧
功
徳
法
門

一
卷
ε
な

つ
て
居
り
、
尾
題
に
は
首
題
の
名
の
下
に
經

の

「
字
を
加

へ
て
十
五
字
題
號
が
用
ひ

ら
れ

て
居
る
。
斯
く
三
名
あ
り
ε
は
い

へ
本
よ
り
具
略
の
異
り
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
今
其
首
題
の
意
を
逋
べ
や
う
。

本
欝
の
題
號
を

N
見
す
れ
ば
、
此
書
は
專
ら
觀
念
の
念
佛
三
昧
を
詭
き
勸
め
ら
る

・
や
う
だ
が
、

前
述
の
如
く
本
書
は
逋
じ
て
い
は

讐
念

佛
三
昧
,
別
し
て
ば
觀
佛
ε
念
佛

ε
の
兩
三
昧
の
方
軌
を
教
ゆ
る
も
の
だ
か
ら
、
自
ら
題
意
に
は
此
二
義
を
含
む
も

の
S
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

三
組
は
本
書
の
題
號
を
解
釋
し
て

「
此
中
に
具
に
兩
三
昧
の
法
を
包
た
り
。

所
謂
觀
ε
相
海
ご
は
局
て
觀
佛

に
在
り
、
念
の

一
字
は
局

て
念
佛
に
雀
り
。
餘
の
十
二
字
は
兩
三
昧
に
逋
す
。
若
し
爾
ら
す
ん
ば
文
中
の
二
行
題
に
闕
く
咎
有
り
、

題
の
字
省

略
な
り
、
再
讀
し
て
題

の
意

を
顯
は
す
可
し
。

一
に
は
云
く
觀
阿
彌
陀
佛
相
海
三
昧
功
徳
法
門
、

二
に
は
云
く
念
阿
彌
陀
佛
三
昧
功
徳
法
門

ε
、
叉
云
く
相
海
は
こ

に
逋
す
、
念
佛
三
昧
に
も
亦
總
相
歸
依

の
念
あ
る
が
故
な
り
云
々
」

ざ
い
ひ
、
更
に

「
又
此
題
中
に
於
て
教
行
を
分
別
せ
ば
、
前
の
十
二
字

・
は
即
ち
是
れ
其
行
、
法
門
の
兩
字
は
是
れ
能
詮

の
教
な
り
。
功
徳
く
」言
ふ
は
爾
三
昧
の
行
の
所
生
の
功
徳
な
り
。

又
法
門
ε
は
法
は
謂
く
觀

念
師
所
行
の
法
な
り
。
門
は
謂
く
出
入
此
二
門
に
依
て
穢
を
出
て
淨
に
入
る
故
に
法
門
ε
名
く
」
ε
。
其
意
を
知
る
可
く
、
而
し
て
尾
題
に

經
の

M
字
の
添
加

せ
ら
る

・
は
、
本
書
は
觀
經
觀
正
依
三
經
を
始
め

一
部
に
引
用
す
る
所
凡
そ
十
有
二
部
、

從
て
今
明
す
所
全
く
佛
經

ε
異

一75-一 一



る
こ

ご
な
き
を
明
に
し
、
以
て
當
時
の
妨
難
に
備

へ
ん
ご
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

又
本
書
大
段
三
あ
る
中

第
二
に
觀
佛
念
佛
兩
三
昧
の
利
盆
を
明
す

一
段
に
標
目
し
て

コ
依
經
明
五
種
壜
上
縁

一
卷
J
y
,あ
る
、

一
卷

の
二

文
字
或

は
竄
入
な

る
可
き
か
な
れ
・ご
、
此

}
段
を
前
後
の
二
大
段
に
相
對
せ
し
む

る
Σ
、
本
段
の
意
前
後
に
含
詭
せ
ら
れ
、
本
段
に
は
特
に

之
を
開
説
せ
ら
れ
て
あ
る
丈
け
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
此

一
段
は
獨
立
し
て
も

一
卷
の
書
の
體
裁
を
整

へ
て
居
る
か
ら
、
或

は
閉
行

せ
ら
れ
た
も
の
が
、
後
に
本
書
中
に
挿
入
せ
ら
れ
た
も
の
、こ
も
推
斷
し
得
ら
れ
る
。
其
何
れ
に
せ
よ
題
意
を
左
右
す

る
も
の
で
は
な
く
、
但

だ
今
は
其

一
卷
の
二
字

は

】
段
-こ
い
つ
た
意

ε
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。

婆
す

る
に
本
書
の
題
號
は
能
く
其
内
容
を
詮
す
る
も
の
で
、

本
書

一
部
の
所
明
、

端
身
正
坐
し
て
阿
彌
陀
佛
の
功
徳
無
邊
に
し
て
大
海
の

如
き
極
妙
莊
嚴
相
を
想
觀
す
る
念
佛
三
昧
及
び
唯
坐
唯
立
し
て

他
想
を
以
て
聞
雑
す

る
こ
ε
な
く
、

念

々
見
佛
の
想
に
岱
し
、
聲

々
相
續
し

て
名
號

を
唱
ふ
る
念
佛
三
昧
の
法
を
教

へ
、
而
し
て
此
觀
念
若
く
は
、
稱
名
念
佛
成
就

す
れ
ば
、

心
眼
開
て
彼
の
淨

境
を
觀
見
し
、
如
來
に

鬣
取

せ
ら
る

・
の
買
盆
あ
る
こ
¶こ
を
示
し
、
以
て

叫
切
衆
生
の
苦
界
を
超
出
す
る
要
門

帥
ち
是
れ
な
る
こ
ご
を
顯

は
す
も
の
で
あ
る
。
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三

内

容

概

觀

本
書

喝
部
所
明
の
大
意
は
上
の
題
意
を
窺
つ
た
こ
ε
に
よ
つ
て
毳
き
て
居
る
が
、
更
に
今
少
し
く
本
文
に
隨

つ
て
其
内
容
を
概
觀
す
る
に

凡
そ
此
書
は
三
大
段
よ
り
成
り
、
第

唱
に
鸛
佛
、
念
佛
及
び
入
道
瘍
念
佛
等
の
行
相
、
第

一
一に
其
利
盒

た
る
現
當
二
世
に
亘
る
五
種
壜
上
櫞

e

第
三
に
廣

く
問
答
し
て
此
れ
が
信
謗
の
損
盒

並
に
懺
悔
の
方
法
が
明
さ
れ
て
あ

る
。

篳

正
明
行
相

(馨

塁

輩

)

此

N
段
先
づ

【依
觀
經
明
觀
佛
三
昧
法

一
、
依
股
舟
經
明
念
佛
三
昧
法
二
、
依
經
明
入
道
瘍
念
佛
三
昧
法
三
、
依
經
明
道
瘍
内
懺
悔
發
願

法
四
」
ε
標
目
し
、
次
下
觀
佛
三
昧
、
念
佛
三
昧
及
び
入
道
瘍
念
佛
等
の
三
行
相
を
隨
釋
し
、
章
目
第
四
の
懺
悔
發
願
法
は
第
三
章
に
含
諡



し
、
叉
第
三
段
中
の
懺
悔
の
文
に
讓

つ
て
別
釋
さ
れ
て
居
ら
な
い
。

幗

觀
佛
三
昧

(
二
一ご
一上
七
-

二
二
四
上
山ハ

)
に
就
て
は
先
づ
之
を
修
せ
ん
者
は

須
ら
蠱

經
及
び
觀
佛
ご
一昧
海
經
に
依
り
、

阿
彌
陀
佛
の
眞
金
色
の

身
,
圓
光
徹
照
し
端
正
無
比

な
る
を
觀
境
、こ
し
、

N
切
の
時
處

に
於
て
叉
行
住
坐
臥
を
問
は
す
、
念

々
に
專
ら
西
方

に
向
ひ
、
彼
の
聖
衆

一

切
の
雜
寳
莊
嚴
に
及
ぶ
ま
で

目
前
に
對
す
る
が
如
く
用
心
す
べ
く
、
而
し
て
正
し
く
之
を
行
す
る
に
は
、
結
伽
趺
坐
し
,
手
掌
を
腔
上
に
安

き
、

口
を
合
せ
眼
を
緩
く
閉

つ
ろ
等

先
づ
身
儀
を
正
し
整

へ
、

次
に
正
し
く
心
眼
を
以
て
佛
身
の
頂
上
肉
髻
,
眉
毛

孔
光
、
額
廣
李
正
、
眉

廣
長
相
、
眉
間
白
牽
、
二
賑
分
明
,
鼻
高
直

,
面
部
苹
滿
、
耳
輪
埀
捶
、
唇
色
赤
好
、
齒
白
齊
密
、
廣
長
舌
、
佛

心
相
,
咽
項
二
肩
、
兩
臂

膈
圓
、
手
相

李
滿
、
佛
胸
萬
字
、
腹

李
不
現

臍
圓
孔
深
、
陰
馬
蔵
、
兩
陛
膝
骨
、
二
腔
鹿
主
、

兩
足
相
、
千
輻
輪
相
等
の
莊
嚴
功
徳
を
順

觀

し
、
叉
華

座
法
、
華
臺
、
華
葉
、
寳
華
莖
、
華
莖
下
地
等
を
想
觀
す
可
く
、
若
し
其
觀
教
門
に
順
す
れ
ば
上
品
に
往

生
し
、
又
現
生
に
於

て
も
無
量
の
勝
徳
が
得
ら
れ
る
か
ら
、
或
は
上
の
如
く
順
逆
十
六
遍
觀
し
,

或
は
觀
經
所
説
の
如
く
廣
く
依

正
通
別

の
十
三
觀
を
凝
ら
し
て

淨
土
に
回
向
せ
よ
等
ご
行
相
並
に
其
利
盆
を
懇
示
し
、
後
に
出
定
の
行
を
明
し
て
、
唯
だ
須
ら
く
持
戒
念
佛
し
、

肩
別
に
十
五
遍
乃
至

{
萬

遍
小
經
を
讙
誦
し
、
或

は
禮
讃
行
等
助
正
二
行
を
始
め

一
切
の
諸
善

禺
行
を
隨
宜
精
遒
勵
修
し
て
、

皆
悉
く
淨
土
往

生
に
回
向
す

べ
し
ε
論

へ
ら

れ
て
居
る
。

二

念
佛
三
塁

三
鯉

計

)
に
就
て
竺

卷
の
般
舟
三
昧
經
の
變

蠡

て
觀
經
の
念
佛
三
昧
を
助
成
し
給
ふ
。

先
づ
其
藩

品
即

ち
本
經
の
問
事
品
に
跛
陀
和
讖
菩
薩
が
、
菩
薩
當
に
何
等
の
法
を
行
じ
て
智
慧
、
自
馨

命
、
長
壽
を
得
る
哉
筆

三

+
五
盆
を
得
る
行
法

を
佛
に
請
問
し
た
る
に
對
し
、
佛
の
答
へ
給
へ
る
の
文
を
引
用
せ
ら
る
。
謂
廓

+
方
鶸

悉
在
前
立

難

鰔
三
靉

を
行
ぜ
ば
汝
が
所
問

は
悉
-
得
ら
れ
る
に
由
て
、
當
に
此
定
意

獵

締
三
昧
を
習
持
し
て
餘
法
に
隨
は
ざ
る
ワ

、
此
は
是
れ
超
衆
行
纛

箜

の
功
徳
法
な
り

ざ
。次

に
正
し
く
其
定
意
の
觀
行
法
を

示
さ
ん
・こ
し
て
本
經

の
行
品
を
長
行
偈
頌
に
亘
つ
て
長

く
引
用
せ
ら
る
。
其
要

旨
に
謂

く

「
佛

、
蹟
陀
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和
に
告
ぴ
給
は
く
、
疾
く
此
定
を
得
ん
ε
欲
せ
ば
决
定
の
大
信

を
立
て
、

見
佛
の

嚇
念
に
住
し
、

諸
想
を
斷
じ
て
如
法
精
進
に
行
す
可
く
、

帥
ち
能
想
の
有
無
、
逕
退
,
前
後
、
左
右
、
所
縁
の
有
無
,
遽
近
,
痛
摩
、
飢
渇
、
寒
熟
、

苦
樂
、
生
老
、
病
死
、
命
壽
、
貧
富
、
貴
賤
、

色
欲
、

小
大
、
長
短
,
好
醜
、
惡
善
、
瞋
喜
、
坐
起
、
行
止
、
經
法
、
是
非
、
取
捨

、
想
識
、
斷
著
、
塞
實
、
輕
重

、
難
易
、
深
淺
、
廣
狹

父

母
、
妻
子
、
親
疎
、
憎
愛
、

得
失
、
成
敗
、
清

濁
等
の
諸
念
を
廢
亡
し

一
意
專
心
歳
月
を
忘
れ
て
精
進
し
、

睡
時

の
外
は
專
ら
見
佛
の

M

念

に
住

す
可
く
、
而
し
て
此
れ
が
護
念
助
道
の
爲
め
に
は
、

衣
食
住
を
選
ん
で
簡
素
清
淨
に
し
、
善
知
識
に
親

迩
し

、
邪
念
諸
欲
を
遠
離
し

淨
戒
を

持
ち
、
因
縁
無
常
を
觀
じ
、
他
に
對
し
て
は
慈
哀
を
加

へ
如
法
歡
化
す
可
き
で
あ
る
。
此
く
て
斷
想
の
法
,
護
念
の
行
を
持
し
、
見

佛

の
念

深
き
を
致
せ
ば
、
便
ち
定
意
三
昧
を
得
て
現
前
に
諸
佛
の
對
立
し
給

ふ
を
觀
奉
る
。

行
者

廓
ち
信
心
徹
到
し

て
彌
々
痔
戒
精
進
し
獨

剛
處
止
し
て
西
方
阿
彌
陀
佛

の
現
在
詭
法
、
微
妙
莊
嚴
の
安
樂
國
土
を
如
詭
に
念

す
れ
は
、
當
時
當
處
に
於
て
然
も

現
身
を
以
て
上
の
如
き

妙
相
莊
嚴
を
拜
見
し
奉
る
。
其
時
行
者
歡
喜
信
樂
し
て
阿
彌
陀
佛
に
、
其
國
に
往
生
す
べ
き
行
法
を
問

へ
ば
、
佛

斷
ち
報

へ
給
は
く
、
我
國

に
來

生
せ
ん
ーこ
欲
せ
ば
當
に
我
名
を
稱
名
し
て
休
息
あ
る
こ
ε
勿
れ
、
帥
ち
往
生
す
る
こ
ε
を
得
L
ε
。

然
ら
ば
則
ち
行
者
須
く
常
に
佛
身

の
三

+
二
相

八
+
種
好
亘
億
の
光
明
徹
照
し
、
端
正
無
比
に
し
て
菩
薩
俗
中
に
在
て
詭
法
し
給

ふ
を
如
實
に
念
ぜ
よ
、
佛
の
實
色
身
を
念

ず

る
に
由

て
正
に
因
行
定
意
を
成
就
し
、
佛

蜆
前
三
昧
の
果
徳
を
得
、

殊
に
阿
彌
陀
佛
の
直
論
を
聽
問
し
て
往
生
淨
土

の
正
因
に
於
て
寸
毫
の

疑
念

な
き
に
到
る
ε
〇

三

入
蕩

念
佛
及
び
看
病
墓

三
蛭

畷
副
)
既
に
念
佛
三
昧
法
の
読
明
あ
り
驫

}も

、
未
だ
葵

蕩

法
明
ら
か
な
ら
ざ
農

、

次
で
此
下
般
舟
三
昧
經
及
び
其
他
の
諸
經

諡
を
隨
宜
轉
用
し
て
之
を
教
へ
、
兼
て
看
病
人
の
法
の
指
南
が
あ
る
。

先
づ

三
昧
道
瘍
に
入
る
に
就
て
の
八
則
が

明
さ
れ
る
。
其
第

】
は
堂
内
の
嚴
儀
で
、
行
者
は

一
に
佛
教
の
方
法
に
據
り
、
先
づ
佛
堂
僭
房

若
く
は
在
家
の
淨
房
の
如
き
然
る
可
き
道
塲
を
選
び
、
之
を
掃
灑
し
莊
嚴
整
傭
し
、

今
は
唯
坐
唯
立
法
な
れ
ば

嚇
佛

像
を
面
壁
に
安
置
し
奉
・

る
可
く
、
第
二
行
時
の
期
限
は
出
家
は

叫
日
よ
り
八
日
、

八
日
よ
り
+
五
日
、
+
五
日
よ
り
こ
+
三
日
、

廿
三
日
よ
り
三
+
日
に
至
る
月
別
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四
時
を
期
し
、
在
家
は
自
ら
家
業
の
輕
重
を
量
て

嚇
日
乃
至
七
日
別
時
念
佛
を
行
す
べ
く
、
第
三
に
衣
食
度
量
を
論

へ
て
、
淨
衣
、
新
淨
の

韃
靺
を
須
ひ
、
食
物
は
淌
化
し
易
き
も
の
を
用
ひ
儉
素
節
量
し
、

在
家
は

「
食
長
齋
す
べ
く
、
第
四
に
正
し
く
念
佛

す
る
行
儀
は
、
道
塲
中

に
於

て
晝
夜
心
を
束
ね
て
散
亂
せ
し
む
る
こ
ご
な
く
、
專
心
に
阿
彌
陀
佛
を
念
じ
て
心
ご
聲
、こ
相
續
し

七
日
間
唯
坐

唯
立
し
て
睡
眠
し
禮
佛

誦
經

し
或
は
數
珠
を
捉
る
等
の
こ
ε
な
く
、

唯
だ
合
掌
し
て
念
々
に
見
佛
の
想
ひ
に
住
す
べ
く
、

第
五
に
其
正
し
く
念
佛
す
る
時
、
唯
坐
若

く
は
唯
立
し
て

N
萬
二
萬
の
佛
名
を
稱
念
し
、
道
瘍
内
に
於
て
は
頭
を
交

へ
竊
に
語
る
可
ら
す
ざ
て
別
し
て
行
儀
を

示
し
、
第
六
に
標
章
第

四
の
懺
悔
發
願
法
を
教

へ
て
、
書
夜
或

は
三
時
或

は
六
時
に
諸
佛

鳳
切
の
賢
聖
天
紳
地
祗
及
び
閻
羅
冥
道
に
表
白
し
て
、
總
じ
て
無
始
已
來

別
し

て
は

一
生
已
來
實
に
三
業
に
造
り
し
衆
罪
を
懺
悔
し
、
事
竟
ら
ば
還
て
心
念
口
稱
念
佛
す
可
し

ざ
悔
過
念
佛
を

示
し
、
第
七
に
用
心
防

護

せ
し
む
可
く
所
見
の
境

界
は
輙

く
他
に
詭
く
可
ら
す
、

唯
事
善
な
ら
ば
自
ら
知
り
、
悪
な
ら
ば
深
く
慚
悔
せ
よ
ε
、

第
八
に
發
願
止
作
を

示
し

て
、
入
道
瘍
中
は
酒
肉
五
辛
等
の
不
淨

食
は
誓
て
手
に
し
口
に
せ
す
、
若
し
違

犯
す
る
に
於
て
は
帥
ち
身
口
に
悪
瘡
を
著
ん
ε
發
願
す

可
し

ご
教
誠
し
、
叉
別
し
て
行
者
は
必
す
日
別
の
所
作
を
兼
ぬ
可
く
、
阿
彌
陀
經
を
誦
す
る
こ
ε
十
萬
癒
、

日
課
稱
名

叫
萬
遍
等
力
の
所
應

に
隨
て
修
行
し
、
誓
て
淨
土
に
生
れ
佛
に
攝
受
せ
ら
れ
ん
こ
ε
を
願
ふ
可
し
ご
説
示
せ
ら
る
。

次

に
看
病
人
の
法
用
を
明
す
に
先
づ
臨
終
儀
を
明
し
て
、
行
者
病
不
に
抱
ら
す
臨
終

の
時
は
、

蝋
に
上
の
入
道
塲
念
佛
三
昧
法
に
依

て
身

心
を

正
し
、
面
を
西
方
に
向
け
、
專
ら
阿
彌
陀
佛
を
觀
想
し
て
口
稱
相
續
し
、
决
定
し
て
往
生
し
、
華
臺
聖
衆
の
來
迎
引
接
す
る
想
を
作
す

べ
く

、
而
し
て
病
人
若
し
臨
終

に
所
想
の
妙
境
を
見
れ
ば
、

他
人
隨
喜
の
爲
め
に
看
護
人
に
之
を
諡
け
ε
い
ひ
、
次
に
看
病
人
隨
待
の
相
を

辮
じ

て
、
病
入
若
し
妙
境

現
前
の
趣
を
言
は

壁
之
を
録
記
し
、
叉
病
人
語
る
能
は
ざ
る
時
は

必
す
病
人
所
見
の
境

の
如
何
を
問
ひ
、
若
し
病

人
罪
相
を
詭
か
ば
、
念

佛
し
て
助
同
懺
悔
し
、
是
に
由
て
病
人
の
罪
障
淌
滅
し
て
華
臺
聖
衆

の
來
迎
を
見
れ
ば
之
を
抄
記
し
て
末
代
に
留
聞

せ
よ
ε
教

へ
、
夂
六
親
脊
鴎
來
て
病
人
を
看
護
す

る
瘍
合
、

酒
肉
五
辛
を
食
せ
し
め
す
、
若
し
食
す
る
者
は
必
す
病
人
の
傍
に
近
づ
く
る
こ

・こ
な

く
、
以
て
病
人
の
正
念
を
失
し
、
鬼
紳
交
亂
し
或
は
悶
死
せ
ん
こ
ε
を
警
戒
す
べ
し
等
ご
懇
論
さ
せ
ら
れ
て
居

る
。
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第
二

正
明
裂

(淨
茜

譱
鞋

瓶
」

此

】
段
は
題
號
の
功
徳

の
二
字
に
就
て
廣
く
釋
し
、
上
來
の
觀
佛

ご
念
佛
-こ
の
爾
三
昧

の
修
功
を
辨
す
可
く
、
先
づ
大
觀
小
の
正
依

三
經

及
び
般
舟
三
昧
經
、
十
往
生
經
、
淨
土
三
昧
經

の
傍
依
三
部
を
標
列
し
、
謹
て
釋
迦
佛
所
詭
の
此
等
六
部
往
生
經

並
に
本
文
中
所
引
の
灌
頂

經
、
月
燈
三
昧
經
、
文
殊
般
若
經
等
に
依
り
、

主
こ
し
て
稱
名
念
佛
す
る
願
生
淨
土
の
行
者
が
現
當
二
世
の
大
功
徳

利
盆
を
蒙
る
こ
ご
を
述

ぶ
べ
き
を
い
ひ
、
次
で
之
を
廣
明
す
る
に
具
に
上
の
諸
經
を
引
用
し
て
滅
罪
、
護
念
得
長
命
、
見
佛
、
攝
生
、
證
生

の
五
種
暦
上
利
盆
の
因

縁
を

纈
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
少
し
く
其
大
要
を
摘
て
記
述
し
や
う
o

剛
に
減
罪
層
上
縁

ε
は
觀
經
所
説
の
如
く
下
三
品
の
人
の
如
き

叫
生
起
悪
造
罪
し
て
修
善
の
功
無

き
者
ε
雖
さ
も

、
臨
終
に
善
知
識
に
遇

ひ
聞

名
稱
念
す
れ
ば
五
十
八
十
億
多
劫
生
死
の
重
罪
除
滅
し
、
或
は
又
觀
經
に
依
て
淨
土
變
を
叢
造
し
、

日
夜
に
寳

地
寳

樹
寳
縄
寳
樓
華
座

等
の
莊
嚴
、
或
は
像
相
眞
身
觀
昔
勢
至
等
を
觀
想
す
れ
ば

現
生

に
念

々
無
量
億
劫
生
死
の
罪
を
除
滅
す
る
等

行
者
或

は
罪
報
を
登
く
発
れ
、

或
は

重
報
を
轉
じ
て
輕
.微

ご
な
る
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

二

に
護
念
檜
上
縁

、こ
は
既
に
觀
念

殊
に
本
願
稱
名
の
行
に
よ
つ
て
滅
罪
す
、
亦
た
自
ら
佛
の
隨
逐
加

被
護
念
を
蒙
り
、
延
年
轉
壽
長
命
安

樂
を

得
、
諸
の
災
障
厄
難

及
び
驥
病
横
死
蝸
害
を

免
る

・
こ
ご
を
得
る
を
い
ひ
、

大
師
は
具
に
觀
經
に
於
け
る
眞
身
觀
の
念
佛
衆
生
攝
取
不

捨
、
並
日觀
の
常
來
至
此
行
人
之
所
、
流
逋
の
觀
音
勢
至
爲
其
勝
友
の
三
文
、
十
往
生
經

の
二
+
五
菩
薩
影
護
行
者
、
阿
彌
陀
經

の
六
方
諸
佛

護
念

、
般
舟
三
昧
經

の
佛
の
攝
葵

及
び

N
切
諸
天
龍
憩
八
部
衆
等
の
隨
逐
影
護
、
灌
頂
經
第
三
卷
の
天
紳
守
護
、
淨

土
三
昧
經
の
こ
+
五
善

紳
守
護
持
戒
人

の
顯
文
を
引
用
し
、
爾
ほ
譬
喩
經
惟
無
三
昧
經
淨
度
三
昧
經
等
の
意

に
依
つ
て
現
生
護
念
噌
上
縁

の
勝
盒
を
明
し
、
以
て
諸

の
行
者
に
念

々
聲
々
畢
命
相
續
し
專
ら
阿
彌
陀
佛
を
稱
し
,

或
は
誦
經
禮
讃
持
戒
等
の
淨
業
を
勵
ん
で
稱
念
を
助
成

す
可
き
を
懇

示
せ
ら
れ

て
居

る
。

三
に
見
佛

三
昧
塘
上
縁

て㌧
は
衆

生
罪
偲
深
重
に
し
て
自
ら
見
佛
し
得
べ
き
で
は
な
い
が

、
佛
の
大
誓
願
、
三
昧
定
、
本
功
徳
の
三
念
願
力

.._gQ_.



冥
に
加

し
て
、
專
心
想
佛
の
者
を
し
て
親
り
見
佛
せ
し
め
給
ふ
を
い
ひ
、

大
師
は
具
に
觀
經
十
處
の
文
、
般
舟
三
昧
經
月
燈
三
昧
經
、
文
殊

・般
若
經
等
總
じ
て
四
經

+
三
文
に
依
て
證
論
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
が
、

但
だ
茲
に
注
意
す
べ
き
は
、
此

吋
段
に
引

く
所
の
顯
文
多
く
は
觀

念
見
佛
を
読
き
、
從
て
見
佛
の
盆

は
觀
佛
三
昧
の
行
者
の
み
の
蒙
む
る
所
な

る
か
の
や
う
で
あ
る
が
、

然
し
引
用
第

+
三
の
文
殊
般
若
經
の

文
に
は
顯
は
に
不
レ
取
二
相
貌

一專
聡
二
佛
名
一念
無
二休
息
爾帥
於

念
中
一能
見
二
過
覡
未
三
世
諸
佛
安
」あ

つ
て
、
境
細
心
麁
を
恐
慮
す
る
凡
夫
も

專
佛
佛

名
を
稱

ふ
る
こ
ご
に
依
り
、
諸
佛
同
體
の
大
悲
念
力
加
被
し
て
見
佛
す
る
こ
ε
を
明
す
。
佛

の
慈
懷
,

大
師

の
用
意
珍
重

々
々
深
く

感
佩
す

べ
き
で
あ
る
。

四
に
攝
生
増
上
縁

ご
は
次
の
證
生
繪
上
縁

-こ
共
に
上
來

の
三
屠
上
縁
の
現
生
の
盆
な
る
に
對
し
當
生
の
盒
で
あ

つ
て
、
稱
名
若
く
は
觀
佛

し
て
願
生
す

る
行
者
、
命
終
の
時
、
阿
彌
陀
佛
の
願
力
に
乘
じ
て

必
す
往
生
す
る
こ
ε
を

い
ひ
、

大
師

は
之
を
正
依
の
三
經
に
就
き
八
文
を

以
て
證

詭
さ
れ
、
以
て
此
れ
が
淨
土
門
肝
要
の
義
な
る
こ
ε
を

示
さ
れ
た
。
帥
ち
大
經
第
+
八
願
の
文
、
四
+
八
願
取
意
の
文
、
三
輩
皆
專

念
名
號

の
文
.
觀
經
の
定
散

二
善
の
行
人
共
に
授
手
迎
接
せ
ら
る

・
取
意
文
、
阿
彌
陀
經
の
聖
衆
迎

接
の
取
意
文
、

及
び
大
經
の
第
+
九
、

二
十
、

三
十
五
願
の
文
是
で
あ
る
。

.

,

五
に
證
生

増
よ
縁
ご
は
釋
迦

及
び
六
方
諸
佛
が
阿
彌
陀
佛
の
願
力
盧

し
か
ら
す
、

吋
切
善
惡
の
凡
夫
悉
く
前
き
の
攝
生
縁
を
蒙
る
こ
、こ
を

證
誠
し
給

ふ
を

い
ひ
、

大
師
は
觀
經
散
善
顯
行
縁
告
命
許
論
の
顯
文
を
は
じ
め
ε
し
、
觀
經
勅
答
の
取
意
文
、
第
六
、
第
七
觀
の
必
生
極
樂

の
文
、
大
經
ド
卷
凡
夫
往
生
の
文
、
觀
經
九
品
の
衆
生
皆
悉
往
生
の
取
意
文
、

及
び
小
經

六
方
諸
佛
證
誠
の
文
等
を
引
用
し
て
廣
く
述
べ
ら

れ
て
居

る
。

第
三

問
答
轟

(
二
三
六
上
ー

=

一四
〇
尾
)

此

圃
段
で
は
三
問
答
し
て
信
謗
の
損
盒

及
び
懺
悔
の
方
法
が

明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

謗
者
の
罪
報
上
來
所
明
の
如
く
釋
迦
佛
、
李
等
の
悲
智
に
催
さ
れ
て

五
濁
十
悪
罪
業
の
凡
夫
を
し
て
極
樂

世
界
に
往
生
す
る
こ
、こ
を
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開

示
悟
入
せ
し
め
給

ふ
、
此
は
是
れ
正
に
頓
教
の
文
義
な
る
こ
ご
歴
然
た
る
に
抱
ら
す
、

時
人
公
然
ε
し
て
信
ぜ
す
共
に
相
誹
毀
す
る
も
の

あ
り
、

此
の
如
き
人
の
現
當
二
世
に
於
て
受
報
す
る
所
如
何

こ
の
間
を
出
し
,
改
悔
信
佛
願
生
の
心
を
生
ぜ
し
む
べ
く
、
答
ふ
る
に
+
往
生

經
の
文
を
引
用
し
、
正
法
を
誹
謗
す
る
者
は
世
々
に

諸
の
惡
重
病
を
得
、
身
根
不
具
ざ
な
り
、
或
は
聾
病
盲
病
失
陰
病
鬼
魅
邪
狂
風
冷
熟
痔

腫
失

心
を
得
る
等
諸
苦
を
受
け
て
坐
臥
安
か
ら
す
、

大
小
便
利
亦
逋
ぜ
す
、
生
を
求
め
て
死
を
得
、
或
は
死
後
地
獄
に
墮

し
て
八
萬
劫
の
聞

大
苦
惱
を
受
け
、
百
千
萬
世
未
だ
曾
て
水
食
の
名
を
聞
か
す
、
或
は
人
中
に
生
る

・
も
牛
馬
猪
羊
ご
な
り
て
苦
役
し

、
偶

々
入
身
を
得
て
も

下
賤
に

し
て
永
く
自
在
を
得
す
、
百
千
萬
世
三
寳
の
名
字
を
も
見
す
等
・こ
。

二

信
者
の
功
徳
次
に
若
し
佛
滅
後
の

魁
切
善
惡
の
凡
夫
、
發
心
し
て
願
生
し
畢
命
を
期
し
て

日
夜
念
佛
觀
佛
の
爾
三
昧
を
は
じ
め
禮
讃

し
香
華
を
彌
陀
三
箪
に
供
養
す
る
者
、

現
生
に
如
何
な
る
功
徳
を
得
る
や
ざ
問
ひ
、
其
答
に
六
道
生
死
の
因
行
を
閇
絶
し
、
以
て
永
く
常
樂

淨
土
の
要
門
を
開
き
、
直
に
彌
陀
の
本
願
に
稱

ふ
の
み
な
ら
す
、
亦
諸
佛
普
く
慶
喜
し
給
ふ
ε
い
ひ
、
夊
般
舟
三
昧
經
勸
發
品
を
引
い
て
念

佛
三
昧

の
利
盒
廣
嘆

の
趣
を
示
さ
れ
て
居
る
Q

三

懺
悔
の
方
法

此
は
佛
教
に
依
て
日
夜
六
時
に
禮
念
、
行
道
、
觀
想
、
轉
誦
、

齋
戒
等
精
勤
苦
行
し
て
淨
土
往
生
を
誓
願
す

る
も
、

若
し
殘

殃
あ
ら

は
亦
十
悪

ご
相
應
せ
ん
こ
ε
を
恐
る
、

如
何
に
し
て
此
障
り
を
除
滅
す
べ
き
か
ε
問
ひ
、
夫
に
答
ふ
る
に
觀
佛
三
昧
海
經
第

九
第

二
第
三
卷

の
三
文
を
具
に
引
き
、
若
し
所
犯
の
罪
を
滅
せ
ん
ε
欲
は
野
、
萬
事
を
放
擲
し
て

国
心
に
歡
を
曳
け
て
塔
中
に
入
り
、
佛
像

前
に
於
て
自
撲
懺
悔
す
る
こ
ざ
大
山
の
崩

る

・
が
如
く
、

大
地
に
婉
轉
し
號
泣
し
、

日
夜
相
續
せ
よ
等

ε
至
心
に
懺

悔
し
見
佛
滅
罪
す
る
行

儀
を
説
き
、
叉
同
經
第
十
卷
密
行
品
を
引
て
三
昧
の
行
儀
を
別
明
し
、
更
に
叉
大
集
經
濟
龍
品
に
依
て
懺
悔
至
誠
の
方
法
を
示
し

後
學
者
は

佛
教
に

依
て
至
心
に
懺
悔
す
べ
き
を
鍮
し
、
倚
ほ
在
家
の
爲
め
に
別
し
て
米
穏
經
を
引
き
、

木
偲
子

唱
百
八
を
貰
て
常
に
自
ら
隨

へ
、
行
佳

坐
臥
を
簡
ば
す
至
心
に
稱
名
念
佛
す
れ
ば
煩
惱
障
報
障
除
滅
し
て
覗
前
し
給
ふ
こ
ざ
を
明
し
て
擱
筆
せ
ら
れ
て
居
る
。

,



四

本
書
の
趣
旨
と
高
組
の
風
絡

上
來

略
ほ
本
書

叫
卷

の
概
要
を
述
べ
了

つ
弛
が
、
今
更
に
且
く
本
書
を

噌
貫
せ
る
所
詮
の
義
趣
か
那
邊
に
存
在
す

る
か
を
考
察
し
、
併
せ

て
以
て
高
租
大
師

の
風
格
を
偲
ぶ
こ
-丶こ

す
る
。

熟

々
觀
念
法
門

叫
部
を
大
觀
し
、
其
詭
述
の
樣
式
叛

第
起
盡
及
び
内
容
の
本
末
を
案
じ
、

大
師
が
本
書
を
製
作
せ
ら
れ
た
意
趣
を
窺
ふ
に

本
書
引

用
す
る
所
の
文
廣
く
諸
經
に
亘
り
多
數

に
及
ぶ
も
、

是
れ

剛
に
觀
經
の
宗
體
を
顯
明
發
揮
し
て
之
を
凡
夫
に
知
悉
納
得
せ
し
め
,
粂

て
異
見
謬
詭
を
是
正
し
其
等
の
謗
難
者
流
を
誘
導
せ
ん
が
爲
め
で
あ
つ
た

ーこ
信
ぜ
ら
れ
る
。

上
來
縷
述
し
た
る
如
く
本
書

一
卷
其
詮
顯
す
る
所
の
要
は
觀
佛

S
念
佛
ε
の

兩
三
昧
に
あ
る
こ
ざ
彼
の

】
經
の
宗

ε
す
る
所
ε
異
り
は
な

い
が
、
徒
經
は
韋
提
の
致
講
に
因
て
極
樂
の
依
正
二
報
觀
を
主
ε
し
表
ε
し
て
、
佛
隨
自
意
の
念
佛
の
教
論
は
件
こ
な

り
裏
・こ
な

つ
て
居
る

の
で
、
大
師
は
觀
經
疏
を
造

つ
て
經
旨
の
本
末
を
辮
別
し
、

彌
陀
釋
迦
二
尊

の
本
意
を
高
調
し
、
末
徒
を
し
て
經
の
文
面
に
抱
泥
し
、
經
旨

を
失
は
ざ
る
や
う
努
め
ら
れ
て
は
居
る
。

け
れ
♂
も
諸
大
家
す
ら
誤
解
す
る
位
で
あ
る
か
ら
、

本
經
は
末
世
愚
悪
の
凡
夫
が
直
ち
に
以
て
信

行
の
所

依
ε
す
べ
く
恰
好
の
も
の
ご
は
い

へ
す
、
四
帖
疏
亦
本
緇
に
就
く
も
の
た
る
以
上
爾
ほ
迂
遶
の
も
の
た
る
を

免
れ
す
、
况
ん
や
大
師

の
読
教

は
凡
夫
を
し
て
實
修
實
練
し
て
佛
意
を
眞
證
體
驗
せ
し
む
る
を
以
て
第

一
義
こ
せ
ら
る

・
に
於
て
は
、
必
然
淨
土
有
縁

の
觀
經
に
依

り
、
然

も
其
要
を
得
旨
を
中
心
ε
し
て
直
ち
に
行
者
に
適
切
な
る
指
南
車
た
る
べ
き
逋
作

是
れ
無
く
し
て
止
ま
る
べ
き
で
は
な
い
。
此
に
於

て
か
大
師
殊
更
に
本
書
を
製
し
て
.
先
づ
彼
經
の
觀
佛
三
昧
を
明
す
に
、

敢
て
觀
佛
三
昧
海
經
の
釋
迦
觀
を
藉
り
、
以
て
觀
經
委
詭
の
觀
察

門
中
の
要
た
る
彌
陀
眞
身
觀
を
實
修
せ
ん

ε
す
る
者
に
便
せ
し
め
、

彼
の
依
正
廣
略
の
廣
觀

に
至
つ
て
は
之
を
本
經

に
讓

つ
て
略

示
す
る
に

止
め
ら

れ
て
居
る
。
然
も
此
事
た
る
や
軍
に
本
經
末
書
の
影
略
互
顯
又
は

行
者
實
修
の
便
不
便
遖
不
適
に
ょ
る
相
違

ざ
の
み
は
看
過
す
べ
き

で
な
く
、
次
の
如
き
詭
述
の
樣
子
に
照
應
し
て

大
師
の
意
の
存
す
る
所
を
拜
察
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

即
ち
本
書
兩
三
昧
法
の
読
述
に
於
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て
具
略
の
異
あ
る
の
み
な
ら
す
、
入
道
塲
法
は
全
く
念
佛
三
昧
法
に
就
き
,
叉
兩
三
昧
の
功
徳
を
明
す
五
種
増
上
縁
義
の
下
,
其
多
く
は
念

佛
に
就
き
、
當
盆
の
二
縁
義
は

一
に
正
依
の
三
經
の
文
を
引
用
し
、
更
に
其
念
佛
三
昧
法
を
明
す
最
後
に

「
欲
二
來
生
一者
當
レ念
二我
名
し
ε

の
阿
彌
陀
佛
の
自
詭
並
に
此
れ
が
釋
迦
佛
勸
奬
の
文
を
掲
げ
て
、
二
奪
の
本
意
を
明
か
に
し
、
護
念
増
上
縁
の
下
觀
經
眞
身
觀
文
を
引
用
し

而
し
て
特
に
彌
陀
の
心
光
は
專
ら
念
佛
の
行
者
を
照
盒
し
て
餘
の
雜
業
の
行
者
を
照
鑷
せ
ざ
る
こ
ε
を
教
示
し
、
見
佛
縁
の
下
に
於
て
は
前

き
に
記
し
た
如
く
文
殊
般
若
經
の

「
不
取
相
貌
專
稱
名
字
」
の
文
を
引
證
し
、
攝
生
縁
の
F
第
十
八
願
の
意
を
明
に
し
て

「
若
我
成
佛
十
方

む

む

　

む

む

　

　

む

衆
生
願

・生
二
我
國

一稱

我
名
字

一下
至
二
+
聲

一乘

一我
願
力
一若
不
レ生
者
不
レ取
二
正
覺
一」
マ
)述
べ
給

へ
る
等
,
如
何
に
よ
り
多

く
念
佛
を
重
ん

じ
、
而

し
て
其
れ
が
稱
名
な
る
こ
ε
を

明
確
な
ら
し
む
可
く
努
め
ら
れ
た
か
を
窺
知
せ
し
め
ら
れ
る
。

而
し
て
本
書
前
後
に
出
す
所
の
行
、
廣
く
正
雜
助
正
に
亘
る
も
、

皆
悉
く
往
生
淨
土
の
爲
め
な
る
こ
・こ
は
、
隨
所
に
廻
向
往
生
淨
土
な
る

類
文
の
見
ら
る

こ

さ
〕に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上

の
所
見
之
を
煥
言
す
れ
ば
、
大
師
出
世
當
時
の
教
界
の
趨
勢
を
洞
察
し
、
自
ら
信
奉
し
依
憑
す
る
所
の
經
典
に
偏
せ
す
、
廣
く
衆
經

に
依
り
叉
其
聞
天
台
止
觀
の
如
き
も
の
を
參
酌
し
で
道
俗
の
趣
向
す
べ
き
道
を
示
し
、

以
て
自
ら
自
餘
の
諸
師
を
し
て
彌
陀
釋
迦
二
奪
の
本

意
を
知

解
せ
し
め
、
叉
劣
惡
の
迷
徒
凡
夫
を
し
て
觀
緇
の
所
説
を
卒
直
に
鱧
得
せ
し
め
ん
が

爲
め
に
本
書

の
製
作
が

あ
り
、
而
し
て
其
觀
佛

三
昧
を
教

へ
ら
る

・
は
或
は

N
類
の
別
機
の
爲
め
な
り
ε
は
い
へ
、
本
來
此
書
は
別
時
行
儀
を
主
ε
し
て
明
さ
る

・
も
の
、

且
つ
其
所
明
の

簡
に
し
て
要
を
得
た
る
所
を
以
て
す
れ
ば
,
是
れ
鈍
根
の
機
を
し
て
深
厚
な
る
歸
依
渇
仰
心
を
起
さ
叱
め
ん
が
爲
め
で
あ
り
、
念
佛
三
昧
は

速
か
に
佛
意
に
隨
順
せ
し
め
心
念
口
稱
し
て

帥
得
往
生

の
盆
を
得
せ
し
め
ん
Σ
の
慈
愛
心
よ
り
特
に
其
開
設
-こ
な
り

,
叉
入
道
塲
念
佛
法
及

び
懺
悔
法
等
は
往
生
の
正
閃
正
定
口
稱
業
を
培
養
助
發
せ
し
む
る
も
の
ε
し
て

附
言
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
更

に
問
答
廣
釋
に
至

つ
て
は

全
く
迷
徒
を
愛
護
し
給

ふ
の
切
情
の
發
露
で
あ

つ
て
他
意
あ
る
譯
で
は
な

い
ーこ
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後

に
本
書
の
文
勢

及
び
今
の
私
見
を
逋
し
て
高
祗
善
導
大
師
高
風
の

嚇
班
を
偲
ぶ
に
、
大
師
は
求
道
の
念
厚
く

し
て
廣

く
聖
教
を
精
讀
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し
研
覈
し
て
其
精
要
を
窮
む
る
ε
共
に
、
内
自
ら
深
く
反
省
し
凡
情
を
痛
感
す
る
の
餘
り
、
五
體
を
大
地
に
投
じ
悲
泣
雨
涙
し
て
至
心
に
懺

悔
し
、
只
管
如
來
の
悲
愍
愛
護
攝
取
を
念
願
し
、
而
し
て
此
れ
が
感
應
に
よ
つ
て
體
驗
せ
ら
れ
た
佛
陀
の
護
念
亘
盆
に
歡
喜
踊
躍
し
、
其
洪

大
な
る
佛
恩
を
報
謝
し
、
佛
意
に
稱
ふ
可
く
大
勇
猛
心
を
奮
起
し
、
粉
骨
碎
身
彌
々
自
行
を
策
勵
し
て
終
に
三
昧
を
發
得
し
、
叉
其
自
得
せ

る
妙
旨
を
廣
闡
流
布
せ
ん
が
爲
め
、
時
に
或
は
異
學
異
見
の
徒
ε
論
談
し
て
此
れ
が
誘
導
に
努
め
、
殊
に

叫
股
大
衆
に
對
し
切
な
る
同
情
慈

愛
心
を
以
て
阿
彌
陀
如
來
の
大
慈
悲
光
明
を
傳
へ
、
随
宜
に
指
導
し
て
心
念
口
稱
南
無
阿
彌
陀
佛
の
易
修
勝
行
を
教
へ
、
所
有
心
行
を
此
に

歸

N
せ
し
め
、
以
て
自
他
共
に
往
生
淨
土
の
目
的
を
逹
成
す
べ
く
活
躍
精
進
せ
ら
れ
、
或
は
著
逋
書
寫
造
塔
等
の
事
を
以
て
正
法
の
護
持
流

傳
を
計
り
、
淨
土
門
の
法
盒
を
將
來
の
衆
生
に
普
く
蒙
ら
し
め
ん
ε
せ
ら
る
・
の
熱
情
亦
至
烈
で
あ
つ
た
こ
ε
が
想
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
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